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照群28例。GE Signa Horizon LX 1.5Tを使用しsingle-shot EPI法でｂ値600、MPG印加６軸、TR17000/TE92、ス
ライス厚４mmにて全脳を撮像した。橋（９箇所）、中小脳脚、内包後脚に関心領域を設定し、FAとMDを計測し、
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を得て、FA,MDとICARSとの相関性を検討した。また、１年後にDTIで経過観察ができた５例で、経時的変化を評
価した。 
 その結果、患者群は対照群と比べ、橋腹側と中小脳脚だけでなく内包後脚においてもFAが有意な低下を示し
た（P＜0.05）。かつ、ICARSとの相関がみられた（r＞-0.57,P＜0.05）。MDは中小脳脚と橋腹側で有意な上昇
を示したが、FA低下に比べ鋭敏ではなかった。1年後にDTI検査ができた5例では、通常のMR画像で経時的変化を
認めなかったが、中小脳脚と内包後脚（P＜0.05）で統計学的に有意なFA低下が観察された。 
 以上より、DTIは成人発症の神経変性性運動失調患者における皮質橋小脳路変性の検出に有用で、定量的評価
が可能であることを示した。そして、通常のMRI画像で経時的変化が認められない病変の評価にも有用である可
能性が示唆された。 
 本研究は、今後、画像診断が困難な中枢神経変性疾患の診断と経過観察に貢献するものと考えられ、博士（医
学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
